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右と 同様の 反比 をな し、 例外 も ほぼ 二十 パ— セントに 

すぎない とかいう。 

音声 も 悪く、 筆蹟 も 拙く、 さて 面の みで、 何の 美人 

ぞ やという わけ か。 そして これが また、 音楽 や 美術の 

方面に 於て、 真の 天才 婦人に 美人 少く、 くだって は、 

芸に 秀でた 名妓に 美人 少き 所以で もあろう か。 

或る 若い 女の 告白に 曰く < の 足音 ほど 面白い も 

の はない。 無関心な 人の 足音 は、 ただ 音に すぎない。 

少しく 関心 を もつ 人の 足音 は、 その 音に つれて、 膝の 

あたりまで 眼に 浮ぶ。 少々 愛する 人の 足音 は、 腰の あ 
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